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令和５年３月２ 日 

日本原子力研究開発機構 

高速増殖原型炉もんじゅ 

 

令和４年度 高速増殖原型炉もんじゅ総合防災訓練で抽出した課題と対策について 

 

１．はじめに 

  令和５年１月２４日に実施した高速増殖原型炉もんじゅ総合防災訓練の結果を踏まえ、課題を

抽出し、対策の検討を行った。対策については、次年度の訓練で改善状況を確認する。 

 

２．改善検討の進め方 

  機構内外からのコメント（訓練評価者による評価結果、訓練後の振り返り、アンケート等）か

ら本訓練における課題を抽出した。抽出した課題について原因分析を行い、対策を立案した。 

  また、訓練目的や達成目標を踏まえ、重要度が高いと判断した課題を「主な改善事項」とし、

訓練で抽出した具体的な問題点を含めて整理した。 

 

３．主な改善事項 

（１）現地対策本部 

・問題点① 

ＥＡＬ０１の事象進展対策シートの対策の方針Ｂの「準備」に関する項目について、災害対

策資料を用いて情報共有を行わなかった。 

【課題】 

ＥＡＬ０１に係る「準備」、「対策」に関する項目について、当該ＥＡＬに該当する予兆を把

握した時点で災害対策資料を用いた情報共有を行うことができていない。 

【原因】 

ＥＡＬ０１に該当する予兆（１４時１０分のＭＰの指示値上昇開始）を確認した時点で災害

対策資料を用いて情報共有を行うという認識が薄かった。 

【対策】 

  ・ＥＡＬに該当する予兆を把握した時点で災害対策資料を用いて情報共有を行うことについて、

現地対策本部要員に対して「発話ポイント」を用いて再教育を行うとともに、今後の訓練を

通じて習熟を図っていく。 

 

・更なる改善事項① 

  災害対策資料のＥＡＬ３０添付図－２「ＥＡＬ３０使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失・

放射線放出 燃料池水位と放射線モニタ指示値（ＡＬ，ＳＥ，ＧＥ到達予想時刻）」に原子炉

補助建物ガンマ線エリアモニタ放射線当量率の数値をプロットし情報共有していたが、測定

範囲を超過した際に注釈を記載しなかったため、途中でプロットが中断された理由が分かり

にくかった。 

災害対策資料を用いた情報共有において、測定範囲超過により数値のプロットを中断する

場合は注釈を記載することを「情報班手引き」に明記する。 
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・更なる改善事項② 

 現地対策本部内で情報共有していたＥＲＳＳのモニタリングポストのトレンド表示につい

て、空間線量率が急上昇した際にスケール変更操作に手間取り１～２分程オーバースケール

させてしまった。 

【対策】 

ＥＲＳＳのトレンド表示のスケール変更操作方法を「ＥＲＳＳ表示用ＰＣ簡易操作説明

書」に明記し配備する。 

 

（２）機構対策本部 

・問題点① 

発話時に説明内容を十分に整理できておらず、所々で発生時刻や発生場所、数値の単位が抜

けた断片的な情報共有となった。また、５Ｗ１Ｈ（Ｗｈｅｎ（いつ）、Ｗｈｅｒｅ（どこで）、

Ｗｈｏ（誰が・何が）、Ｗｈａｔ（何を）、Ｗｈｙ（なぜ）、Ｈｏｗ（どうやって））の説明順が

発話ごとに変わってしまい、聞き手が分かりづらい発話を行った。 

【課題】 

発話前に説明内容を十分に整理してから発話できず、断片的な情報共有となった。 

【原因】 

①発話する情報の順番に留意して発話できていない。 

②発話する前に提供する情報を十分に整理ができていない。 

【対策】 

①５Ｗ１Ｈについての具体的な発話例を「発話ポイント」に明記し、発話順について一貫性を

持たせる。 

・発話順の例：Ｗｈｅｎ（いつ）、Ｗｈｅｒｅ（どこで）、Ｗｈｏ（誰が・何が）、Ｗｈａｔ（何

を）、Ｗｈｙ（なぜ）、Ｈｏｗ（どうやって） 

・発話例：「［Ｗｈｅｎ］○○時○○分、［Ｗｈｅｒｅ］□□施設の燃料プール循環系統バルブ

△△において、［Ｗｈｏ］施設点検中の作業員が［Ｗｈａｔ］プール水の漏えい

を発見した。［Ｗｈｙ］直前に発生した地震による影響と思われる、［Ｈｏｗ］今

後の対策として漏えい箇所の隔離とプール水の補給を実施する。」 

②発話者に対しては①を踏まえた「発話ポイント」を再教育し、情報整理担当者に対しては情

報の整理について発話者を補佐できるように再教育を行うとともに、今後の訓練を通じて習

熟を図っていく。 
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４．その他の改善事項 

（現地対策本部） 

№ 
課題
区分 

課題 原因 対策 

１ 
情報

共有 

モニタリングカー等の

測定結果一覧表の記載に

分かりにくい箇所があっ

た。 

モニタリングカー等

の測定結果一覧表につ

いて、判断基準（５μＳ

ｖ／ｈ）の超過やエリア

モニタの測定範囲の超

過など、重要な情報を識

別していなかった。 

モニタリングカー等

の測定結果一覧表につ

いて、重要な情報を色を

変える等で識別しやす

くする。 

 

（機構対策本部） 

№ 
課題
区分 

課題 原因 対策 

1 
情報

共有 

ＥＲＣが資料を十分

に確認する前に、書画装

置に示した資料を説明

後すぐに取り下げてし

まった。 

ＥＲＣに対して理解

を得ながら説明する、基

本動作ができていない。 

発話者に対して説明

した資料を一呼吸おい

てから動かすように注

意喚起及び教育を実施

する。 

2 
情報

共有 

初動時において、情報

が錯綜する中でＥＲＣ

に対して一方的な発話

を矢継ぎ早に実施して

しまった。 

情報が錯綜する中で

複数の資料を説明する

必要がある場合、次の説

明に移る前に、「ここま

でよろしいか？」とＥＲ

Ｃ側の理解を確認する

基本動作が十分身につ

いていない。 

発話者に対して基本

動作について再教育を

行うとともに、今後の訓

練を通じて習熟を図っ

ていく。 

 

 

 

以上 


